
川
 

（青森県） 五 所 
市
で
は
、
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
福
す
る
と
共
に
、
社
会
に
貢

献
し
た
功
績
を
讃
え
そ
の
朔
を

ね
ぎ
ら
う
た
め
、
毎
年
敬
老
の

日
に
長
寿
褒
彰
金
を
支
給
す
る
 

す
 

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

次
の
資
格

あ
る
人
は
市

福
祉
事
務
所

福
祉
係
に
申

請
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
受
給
資

格
者
 

引
き
続
き

一
年
以
上
市

内
に
居
住
し

て
い
る
満
七

十
五
才
以
上

の
人
 

◇
手
続
き

の
方
法
 

申
請
は
、
 

本
人
、
そ
の
 

扶
養
義
務
者
、
同
居
人
、
民
生
 

委
員
な
ど
で
、
申
証
書
に
住
民
 

抄
本
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
年
齢
区
分
と
金
額
 

満
七
十
五
才
ー
七
十
九
才
 

年
額
 
千
円

満
八
十
才
ー
八
十
四
才
 

年
額
二
千
円

満
八
十
五
才
ー
八
十
七
才
 

年
額
三
千
円

満
八
十
八
才
以
上
 

年
額
五
千
円
 

◇
受
給
者
が
死
亡
ま
た
は
転

出
し
た
と
き
は
資
格
を
失
い
ま

す
。
 

昨
年
十
月
十
三
日
に
起
工
式

を
挙
げ
た
、
国
立
五
所
川
原
総
 

合
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
市
内

大
字
戸
沢
字
畑
林
に
、
総
工
費

三
億
八
千
万
円
の
予
定
で
建
設

中
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
第

一

期
分
工
事
と
し
て
、
機
械
科

・

電
子
機
器
科

・
配
電
科
の
実
習

場
、
鍛
造
、
変
電
室
、
倉
庫
、
 

職
員
宿
舎
な
ど
が
四
月
十
日
完

成
、
十
五
日
同
校
実
習
場
で
、
 

修
破
式

・
開
校
式

・
入
校
式
を

行
な
い
ま
し
た
。
 

入
校
式
は
、
ま
ず
第

一
期
生

八
十
一
人
の
入
校
を
認
定
し
、
 

労
働
省
雇
用
促
進
事
業
団
堀
秀

雄
理
事
長
の
式
辞
、
松
丸
労
働

省
職
業
訓
練
局
指
導
課
長
、
北

村
正
哉
副
知
事
、
外
川
鶴
松
県

議
、
佐
々
木
市
長
ら
の
祝
辞
の

あ
と
訓
練
生
を
代
表
し
て
電
子

機
器
科
小
野
昭
彦
君
が
力
強
く

誓
い
、
小
林
雅
清
校
長
の
あ
い
 

．、
つ
、更
に
職
員
紹
介
が
あ
っ

て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
各
種
工
作
機
械
に

よ
る
金
属
加
工
技
能
者
を
養
成

す
る
棚
械
科
ノ
屋
内
給
水
管
な

ど
統
合
配
管
に
必
要
な
技
術
の

ほ
か
、
浴
接
板
金
水
圧
検
査
な

ど
ア
セ
チ
レ
ソ
溶
接
士
の
国
家

試
験
合
格
に
必
要
な
技
術
と
知

識
を
習
得

？
る
司
『
ー
 
電
子

管
計
則
器
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
製

品
の
分
解
組
み
立
て
修
理
の
技

能
を
習
得
す
鳥

馴
”
幽
馴
翻
ガ

三
科
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
度
内
に
機
機
科

（
 

仕
上
げ
）
と
金
層
ブ
レ
ス
科
が

増
設
さ
れ
ま
す
。
 

各
科
ッ
定
員
は
二
十
五
人
で

す
が
、
こ
と
し
は
初
年
度
の
た
 
 

め
、
中
学
校
長
推
薦
の
五
十
「
一

人
と

一
般
公
募
試
験
に
合
格
し

た
二
十
八

の
計
八
十
一
人
で

す
。
入
校
生
は
ほ
と
ん
ど
中
卒

者
で
す
が
、
高
卒
者
も
四
人
い

ま
す
。
更
に
二
科
の
増
設
に
よ

つ
て
訓
練
生
も
五
十
名
増
の
百

二
十
五
人
に
な
る
予
定
で
す
。
 

な
お
、
訓
練
生
の
宿
舎
は
、
 

一
応
市
役
所
飯
詰
支
所
を
改
造

し
て
三
十
五
人
を
収
容
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
職
員
は
、
役

付
三
、
機
械
科
二
、
配
管
科
一
一

電
子
機
器
科
二
、
 一
般
五
、
警

備
員
三
の
合
計
十
七
人
で
す
。
 

◇
訓
練
生
合
格
者
 

機
械
科
 

藤
田
健

一
、
福
士
裕
規
、
土

屋
和
律
、
白
川
彰
英
、
泉
谷
幸

一
、
白
川
修
、
藤
森
昭
夫
 
石

岡
辰
蔵
、
伊
藤
秀
昭
、
菊
地
保

一
、
神
昭
四
郎
、
神
知
広
、
三

浦
俊
二
 
乳
井
久
、
船
水
浩
一

中
村
俊
彦
、
渋
谷
均
、
渋
谷
吉

光
、
中
田
進
、
竹
谷
英
美
、
斎

藤
章
、
兼
平
勝
弘
、
秋
元
博
、
 

今
良
逸
、
葛
西

重
雄
、
山
下
健
 

市
鳴
海
日
出
人

配
管
科
 

斎
藤
広
、
白

川
六
助
、
渋
谷

光
広
、
山
口
昭

雄
、
大
川
隆
、
 

成
田
元
剛
、
今

春
三
、
長
内
晃

沖
崎
則
雄
、
渋

谷
勝
吉
、
木
村

国
雄
、
藤
森
謹

一
、
秋
田
三
千

男
、
藤
田
洋
治

千
葉
誠
一
、
中
 

市立中央小学校が

開校しまLた 
市立中央小学校（新谷雄蔵校

長・成田実PTA会長）は 4 月 
1 日開校しましたが、校舎は松

島町に間もなく新築着工の予定

ですので昭和45年度中の授業は 

1 年生～3年生は松島小学校で 

4年生～6年生は南小学校で行

なっています。 

校長室は、市内大字米田宇八

ッ橋8 の松島小学校（TEL④ 

2930）内にあります。 

市民文化会館が開館 
暖房工事のため、3・4月中

休館して不便をかけていました

が、5月 1 日から開館しました

のでご利用願います。 

昭和45年3月15日発行 	 234号 
毎月1 .15日 発行 	 部7円 

発 行 所 五所川原市役所 

長寿褒彰金を支給しま 
満88歳以上は5000円です 

（佐々木市長） 

国
立
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
が
開
校
 

祝祭日には 

国旗をたてましよう

提唱 市中央公民館 

全
市
 

国
旗
掲

揚
運

動
 

谷
秀
二
、
和
島
秀
昭
、
佐
藤
鉄

仲
斎
藤
謙

一
、
天
坂
正
彦
、
沢

田
喜
代
作
、
工
藤
義
仁
、
佐
々

木
勝
吉
、
小
野
幹
広
、
野
宮
清

徳
、
白
川
金
彦
、
石
戸
谷
久
治

電
子
機
器
科
 

羽
賀
登
美
雄
、
白
取
利
夫
、
 

渋
谷
遠
、
対
馬
博
文
、
小
野
昭

彦
、
工
藤
貞
則
、
小
野
貞
幸
、
 

七
戸
忠
光
、
山
田
勝
彦
、
石
田

章
雄
、
秋
田
昭
美
、
石
谷
永

一

松
野
正
彦
、
浜
館
喜
代
志
、
藤

森
満
、
工
藤

一
、
尾
崎
勲
、
中

谷
清
光
、
村
元
尚
悦
、
館
中
弘

美
、
工
藤
喜
代
春
、
山
谷
悦
雄

下
山
新
一
、
白
取
忠
則
、
木
村

幸
広
、
宮
崎
博
美
 

（記念すべき第 1 回入校式） 

翫 



、
立
 
昭
和
三

十
六
年
四

ご
ト
 
月
一
日
か
ら
実
施
さ
 

国
 

勃
」
 
れ
た
、
拠
出
制
年
金
 

H
 
も
あ
と

一
年
で
い
よ
 

E
七
 
い
ょ
十
年
に
な
り
す

フ
．
 が
、
そ
の
後
の
経
済

な
 

成
長
や
貨
幣
価
値
の

く
 
変
動

等
に
よ
り
、
年

よ
 
金

額
や
保
険
料
等
の

こ
 
引

き
上
げ
や
変
更
が

い
 
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
 

.H．
 ん
ど
、
皆
さ
ん
待
望
 

I〈
 
の
国
民
年
金
改
正
法

こ
 

案
が
、
昨
年
十
二
月
 

の
第
六
十
二
臨
時
国
会
で
可
決

さ
れ
、
内
容
も
原
生
年
金
な
み

に
大
幅
に
充
実
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
4ず
 

◇
加
入
は
安
い
保
険
料

P
 

今
の
う
ち
に
 

い
ま
は
か
け
金
な
し
の
福
祉

年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
で
保
険
料

を
か
け
な
い
と
年
金
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
二
十
歳
を

過
ぎ
て
い
る
人
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
資
格
を
と
ら
な
け
ば
な
ら

な
い
た
め
、
遅
れ
る
ほ
ど
未
納
 
 

期
間
が
長
く
な
り
帯
納
額
も
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
七
月
か
ら

保
険
料
も
増
額
さ
れ
ま
す
の
で

安
い
保
険
料
の
今
の
う
ち
に
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

◇
五
年
年
金
の
申
し
込
み
は

六
月
三
十
日
ま
で
で
す
 

こ
の
五
年
年
金
と

い
う
の
は

月
額
七
百
五
十
円
の
保
険
料
を

五
年
間
納
め
る
と
、
満
期
の
翌

月
か
ら
毎
月
二
千
五
百
円
の
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
は
、
過
去

・
現
在
と

も
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

が
な
く
明
治
三
十
九
年
四
月
一
一

日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
高
齢
者
だ

け
が
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し

恩
給
や
厚
生
年
金
（
老
齢
年
金
 

）
な
ど
公
的
年
金
を
受
け
て
い

い
る
か
、
ま
た
、
受
け
る
資
格

の
あ
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん

加
入
申
し
込
み
を
六
月
三
十
日

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

七
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
大
巾

改
善
の
年
金
表
は
、
左
の
と
お

り
で
す
。
 

（活躍した片山君） 

ア
ジ
ア
卓
球
で

片
山
 

君
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
 

第
十
回
ア
ジ
ァ
卓
球
選
手
権

大
会

は
、
韓
国
、

台
湾
、

香

港
、
フ
イ
リ
ピ
ン
、
ツ
ン
ガ
ポ
 

ー
ル
、
 マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
 

イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
オ

ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
日
本
な
ど
が
参
加
し

て
、
名
古
屋
市
で
、
四
月
十
一
一

日
に
、
七
日
間
の
大
会
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
の

ジ
ユ
ニ
ァ
部
門
に
、
市
内
田
町

自
転
車
業
片
山
喜
十
郎
さ
ん
の

長
男
で
、
五
農
高
二
年
の
片
山

浩
一
君
が
日
本
選
手
団
の
一
人

と
し
活
躍
し
、
個
人
戦
で
は
準

々
決
勝
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
団

体
戦
で
は
第
三
位
を
獲
得
し
銅

メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
ま
し
た
。
 

片
山
君
は
、
お
父
さ
ん
に
似

て
卓
球
は
小
さ
い
頃
か
ら
好
き

で
し
た
が
、
南
小
学
校
五
年
生

か
ら
本
格
的
に
卓
球
に
励
み
、
 

五
農
高

一
年
生
時
代
の
記
録
は

東
北
大
会
県
予
選
第
三
位
、
国

体
県
代
表
、
県
選
手
権
複
第
一1
1
 

位
、
県
高
校
ラ
ン
キ
ソ
グ
単
第

九
位
、
複
第
五
位
、
仙
台
で
の

ア
ジ
ァ
大
会
第
一
次
合
宿
第
七

位
、
東
京
で
の
同
第
二
次
合
宿

第
二
位
で
し
た
。
な
お
、
日
本

ジ
ユ
ニ
ア
男
子
チ
ー
ム
は
、
片

山
君
の
ほ
か
に
山
下
浩
史
（
名

電
工
高
）
、
黒
田
享
（
博
多
高
 

）
、
大
平
哲
（
川
之
校
高
）
、
 

磯
貝
幸
雄

（名
電
工
高
）
の
皆

さ
ん
で
し
た
。
 

長
角
さ
ん

に
正
六
位

が
お
く
ら

れ
ま
し

た
 

去
る

一
月
の
火
事
以
来
入
院

中
の
、
市
内
鶴
ケ
岡
の
長
尾
角

左
衛
門
さ
ん
は
、
四
月
十
日
、
 

八
十
九
才
の
天
寿
を
全
う
し
永

眠
し
ま
し
た
が
、
生
前
の
功
績

に
よ
り
内
閣
ょ
り
正
六
位
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。
 

長
尾
さ
ん
は
、
旧
三
好
役
場

書
記
時
代
の
明
治
三
十
四
年
頃

か
ら
、
水
害
と
岩
木
川
に
取
り

組
み
、
岩
木
川
改
修
期
成
同
盟

会
長
の
ほ
か
、
十
川
堤
防
、
浅

瀬
石
川
、
沖
浦
ダ
ム
、
目
屋
ダ

ム
な
ど

一
連
の
治
水
制
水
事
業

に
主
導
的
役
割
り
を
果
た
し
ま

し
た
。
 

長
尾
さ
ん
は
ま
た
、
若
い
頃

か
ら
三
好
村
議
会
議
員
、
三
好

村
長
、
北
津
軽
郡
議
会
議
員
、
 

県
議
会
議
員
、
市
議
会
初
代
議

長
な
ど
、
永
く
政
界
で
活
躍
し

た
ほ
か
、
終
戦
後

r三
好
村
誌
 

」
 
「岩
木
川
物
語
」
の
大
著
を

世
に
出
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
っ
て
昭

和
七
年
緑
綬
功
労
章
、
十
八
年

紅
綬
功
労
章
、
二
十
八
年
藍
綬

褒
章
、
三
十
五
年
日
本
河
川
協

会
長
賞
、
三
十
九
年
勲
五
等
旭

日
双
光
章
、
四
十
三
年
東
奥
賞

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
沢
山
の
賞
勲

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

田
附
健
四
郎

さ
ん
 

に
は
勲
六
等

瑞
宝
章
 

四
月
十
五
日
、
七
十
三
才
で

逝
去
し
た
、
市
内
寺
町
の
田
附

健
四
郎
さ
ん
に
は
、
勲
六
等
瑞

宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

田
附
さ
ん
は
、
明
治
三
十
八

年
の
生
ま
れ
で
、
函
館
市
立
工

業
学
校
建
築
科
を
卒
業
、
土
木

建
設
業
田
附
組
を
創
設
、
の
ち

株
式
会
社
田
附
建
設
社
長
の
か

た
わ
ら
、
五
所
川
原
ガ
ス
社
長

も
兼
ね
、
県
選
挙
管
理
委
員
、
 

西
北
労
動
基
準
協
会
長
、
五
所

川
原
地
区
交
通
安
全
協
会
長
な

ど
要
職
も
つ
と
め
て
い
ま
し
た
 

年金の種類 現在の と こ ろ こんどの改善で 

老 令 年 金 

(65才から貰う年金） 

10年掛けて 
年24. 000円 

25年掛けて 
年60. 000円 

如年掛けて 
年96. 000円 

60.000円に 

	

 	96.000円に 

	 i53. 600円に 

障 害 年 金 
（ケガや病気で働けなく
なったときに貰う年金） 

1級（篇播0F9 重いとき）  

2級（低難欝寧のケガゃ病気）  
	 120. 000円に 

	

 	96. 000円に 

母 子 年 金 
（夫に死別して18才未満の
子供があるときに貰う年金 

子供2人のとき 

年60.000円 96.000円に 

遺 児 年 金 
（両親とも亡くなって遺児
となった18才未満の子供が
貰う年金） 

1人のとき 

年30.000円  	91.200円に 

（故・長角さん） 

（故・田附さん） 



人類の進歩と調和 

（岡本太郎氏作の太陽の塔） 

な
道
路
交
通
の

マ
ヒ
や
、
駐
車

場
の
不
足
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
 

一
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
デ
ー
や
ス
 

．ヘ
シ
ヤ
ル
デ

ー
 

の
催
し
は
平
日

に
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く

平
日
に
観
覧
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

マ
イ
カ
ー
は
な
る
べ
く

避
け
て
く
だ
さ
い
。
 

会
場
入
ロ
の
入
場
券
発

売
所
は
混
雑
し
ま
す
の
で
予
め

購
入
じ
て
く
だ
さ
い
。
 

ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。
会
場
は
朝
の

九
時
か
ら
夜
の
十
時
半
ま
で
開

場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
後

五
時
以
降
の
入
場
料
金
は
半
額

で
す
。
 

動
労
青
少
年
は
割

引
き

さ
れ
ま
す
 

次
代
の
産
業
の
担
い
手
で
あ

る
勤
労
青
少
年
に
万
博
を
見
て

も
ら
い
、
世
界
の
文
化

・
産
業

等
の
全
貌
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
五
月
二
十

一
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
の

土
曜
日
曜
を
除
い
た
日
の
国
鉄

運
賃
と
入
場
料
金
を
次
の
よ
う

に
割
引
き
し
て
勤
労
青
少
年
の

見
学
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

［割
引
き
の
内
容
〕
 

中
小
企
業
に
勤
務
す
る
十
五
才

か
ら
十
八
才
ま
で
の
青
少
年
で

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
長

の
証
明
を
必
要
と
し
ま
す
。
 

国
鉄
運
賃
二
割
引
き
 

入
場
料
金
二
百
円
 

た
だ
し
 

一
団
体
二
十
五
人
以
上
の
団
 

体
を
条
件
と
し
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
五
所

川
原
商
工
会
議
所
ま
た
は
五
所

川
原
公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

身
体
障
害
者
に
は
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ピ
ス
が

あ
り
ま
す
 

◇
い
自
由
に
利
用
で
き
る
屋

内
お
ょ
び
屋
外
休
憩
所
が
あ
り

ま
す
。
 

◇
、
休
憩
所
附
近
に
は
職
員

や
奉
仕
人
が
居
て
、
観
覧
の
案

内
や
お
世
話
を
し
て
ま
す
。
た

だ
し
、
場
内
観
覧
の
お
伴
は
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
話
し
の
で

き
る
案
内
人
も
居
ま
す
。
 

◇
成
人
用
三
百
台
・
子
ど
も

用
百
台
計
四
百
台
の
車
椅
子
を

無
料
で
貸
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
附
添
い
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
身
障
者
用
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
お
よ
び
点
字
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
 

◇

一
部
の
箇
所
を
除
い
て
は

す
べ
て
道
路
は
舗
装
さ
れ
、
そ

の
勾
配
も
ゆ
る
や
か
で
す
の
で

車
椅
子
や
巷
汀
困
難
な
人
で
も

容
易
に
巡
覧
で
さ
ま
す
。
 

◇
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
東
口
駅

と
水
曜
広
場
駅
に
身
障
者
用
の

乗
降
ロ
が
あ
り
、
閉
散
時
に
は

車
椅
子
の
ま
ま
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
他
駅
で
は

乗
降
で
き
ま
せ
ん
。
 

◇
動
く
歩
道
も
車
椅
子
の
ま

ま
利
用
で
き
ま
す
が
、
 一
部
に

勾
配
の
急
な
箇
所
が
あ
り
す
の

で
介
助
者
が
必
要
で
す
。
 

◇
会
場
内
に
は
、
車
椅
子
で

通
行
で
き
る
場
所

へ
の
案
内
の

た
め
、
各
所
に
標
識
が
設
置
ざ

れ
て
い
ま
す
。
 

◇
万
博
ホ
ー
ル
に
は
、
車
椅

子
で
見
物
で
き
る
よ
う
に
、
 ー
 

ス
テ
ー
ジ
二
十
四
席
の
特
別
席

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
席
を
利
用

す
る
に
は
三
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

な
お
、
こ
の
席
は
身
障
者
手
帳

所
持
者
が
優
先
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
附
添
人
は

一
般

席
に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
限

り
最
寄
り
の
席
に
坐
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
身
体
障
害
者
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
所
持
者
お
ょ
び
第

一

種
の
介
護
者

一
人
に
つ
い
て
も
 
 

特
別
割
引
き
入
場
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

額
は
、
大
人
三
百
円
・
青
年
一
一

百
円
・
小
人
百
円
で
す
。
特
別

割
引
入
場
券
は
日
本
交
通
公
社

の
全
国
営
業
所
で
発
売
し
て
い

ま
す
か
ら
事
前
に
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ネ
プ
タ
も
出
ま
す
 

シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
大
屋
根

を
突
き
抜
け
て
そ
び
え
る
高
さ

六
十
五
メ
ー
ト
ル
の
太
陽
の
塔

に
は
三
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
。
 

一
番
下
の
裏
面
に
あ
る
の
が

黒
色
の
「
過
去
の
顔
」
、
中
央

正
面
が
白
色
の
「
現
在
の
顔
」
 

頂
部
に
、
会
場
を
見
お
ろ
す
黄

金
の

「
未
来
の
顔
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
顔
は
直
径
十
ー
メ
ー
 

ト
ル
・
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル
 
重

さ
十
ニ
ト
ン
に
お
よ
ぷ
巨
大
な

も
の
で
鉄
板
に
金
色
の
ア
ル
ミ

は
く
を
張
っ
た
も
の
で
両
眼
に

は
ラ
イ
ト
が
仕
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
こ
の
お
祭
り
広
場
で

は
い
ろ
い
ろ
な
フ
エ
ス
テ
イ
バ

ル
が
連
日
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
よ
い
よ
七
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
 
津
軽
の

ネ
プ
タ
が
登
場
し
ま
す
。
 

友
愛

と
進
歩
 

日
本
万
博
は
国
際
博
覧
会
条

約
に
基
づ
く
第

一
種
一
般
博
覧

会
で
、
テ
ー

マ
は
「
人
類
の
進

歩
と
調
和
」
で
す
が
、
万
博
の

統

一
理
念
は
「
友
愛
と
進
歩
」
 

で
す
。
 

日
本
万
博
を
機
会
に
、
日
本

の
提
唱
で
世
界
各
国
か
ら
作
品

を
募
集
し
て
い
た
「
万
国
博
覧

会
統

ー
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
」
 

の
最
終
審
査
は
、
パ
リ
の
B
I
 

E
（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）
理

事
会
で
行
な
わ
れ
、
国
際
博
覧

会
条
約
加
盟
国
三
十
四
か
国
の

代
表
作
品
百
二
点
の
う
ち
か
ら

日
本
の
松
島
正
矩
さ
ん
が
見
事

当
選
し
ま
し
た
。
 

松
島
さ
ん
は
長
野
県
出
身
で

二
十
三
才
、
東
京
教
育
大
学
教

育
学
部
芸
術
科
卒
で
、
百
八
十

万
円
の
賞
金
を
モ
ノ
に
し
ま
し

た
。
 

万
博
の
見
学
は
六
日
？

か
か
り
ま
す
 

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
サ
ジ

7
で
は
初

め
て
の
万
博
は
三
月
十
五
日
か

ら
九
月
十
三
日
ま
で
戸
吸
十
三

日
間
の
予
定
で
、
大
阪
府
吹
田

市
の
千
里
丘
陵
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
 

人
類
文
化
の
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク

と
も
い
わ
れ
る
こ
の
万
博
は
、
 

世
界
の
国
々
が
い
ろ
い
ろ
な
趣

向
を
こ
ら
し
た
展
示
館
を
建
設

し
、
そ
の
国
の
産
業
・
文
化
を

紹
介
し
、
お
互
い
に
交
流
し
あ

う
意
義
深
い
祭
典
で
す
。
 

内
容
は
前
回
の
開
催
地
カ
ナ

ダ

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
博
を
は

る
か
に
し
の
ぐ
史
上
最
大
の
規

模
を
誇
っ
て
お
り
、
参
加
国
も

七
十
七
か
国
、
会
場
の
面
積
も

三
百
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
 （
 

約
百
万
坪
）
で
史
上
最
大
を
誇

り
、
予
想
さ
れ
る
人
出
は
五
千

万
人
（
う
ち
外
人
百
万
人
）
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
な
か
に
は
、
日
本
館
な

ど
三
十
二
館
と
世
界
か
ら
参
加

し
た
八
十
二
館
の
ほ
か
 
美
術

館
・
お
祭
り
広
場
・

ェ
キ
ス
ポ

ラ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
、
全
部
を

み
る
と
ざ
っ
と
五
十
時
間
以
上

も
か
か
り
、
 一
日
八
時
間
見
て

回
る
と
し
て
も
六
日
間
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

万
博
の
楽
し
い
見
方
 

日
曜

・
祝
祭
日
に
は

一
日
で

③
・
 約
六
十
万
人
の
観
客
が
予
想
さ

れ
、
会
場
内
は
相
当
混
雑
す
る

う
え
、
会
場
周
辺
で
は
大
規
模
 



入場料金 

普通入場券 

大人800円（23才以上） 

小人400円（4才～14才） 

青年割弓区場券 

600円 G5才～22才） 

夜間割引入場券 

上記入場料の半額 G7時以降の入場者） 

特別割引入場券（身障者など） 

大人300円、青年200円、小人100円 

回数入場券（5枚綴） 

大人3.800円、青年2.850円小人1.900円 

団体割引入場券 

大人700円、青年500円、小人300円 

高校200円・小・中100円 

勤労青少年200円 

日 本万 博メ モ 

テーマー人類の進歩と調和 

種 類ー第1種一般博覧会 

会 期一3月巧日～9月13日 G83日間） 

会 場一大阪府吹田市千里丘陵 

面 積一約330万平方メートル 

G00万坪） 

入場者一約5,000万人（予想） 

開 場19時～22時半 

ただし、展示館は21時半まで 

カ
ッ
ト
の
マ
ー
ク
は
、
 「
友

愛
」
は
円
を
ベ

ー
ス
に
し
た
全

体
の
ま
と
ま
り
で
、
 「
進
歩
」
 

は
、
円
を
分
割
す
る
六
本
の
線

の
屈
折
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
全
体

が
下
か
ら
上
へ
と
突
き
進
む
動

き
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
 

色
は
紫
味
が
か
っ
た
紺
地
に

白
で
す
。
 

7
7か
国
が
参
加
し

て

い
ま
す
 

ど
 

カ
ナ
ダ
、
大
韓
民
国
、
米
国

中
華
民
国
、
ォ
ラ
ン
ダ
、
ザ
ン

ビ
ア
、
ソ
連
 
ベ
ル
ギ
ー
、
ド

イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
 フ
ラ
ン
ス
、
．フ
ル
ガ
リ

ア
、
ク
ウ
」
ー
ト
、
英
国
、
キ

ュ
ー
パ
、ト
ル
コ
、ポ
ル
ト
ガ
ル
 

タ
イ
、
 フ
イ
リ
ピ
ン
、
ア
ル
ジ

エ
リ
ア
、
 メ
キ
シ
コ
、
デ
ン

マ
 

ー
ク
、
 ノ
ル
ウ
エ
ー
、
 ス
ウ
エ
 

ー
デ
ン
、
 フ
イ
ソ
ラ
ン
ド
、
 エ

チ
オ
ピ
ア
、
 ラ
オ
ス
、
ビ
ル
マ

ギ
リ
シ
ヤ
、
ド
ミ
ニ
カ
、
 サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
チ
エ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
、
 セ
イ
ロ
ソ
、
 タ
ン
ザ

ニ

ァ
、象
牙
海
岸
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
 

7
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ガ
ー
ナ
、キ
プ

ロ
ス
、
 マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
 ウ
ガ

ン
ダ
、
 シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
 パ
キ

ス
タ
ソ
、
ガ
ボ
ン
、
イ
ン
ド
、
 

チ
リ
、
バ
チ
カ
ソ
市
国
、
ベ
ト

ナ
ム
、
 コ
ロ
ソ
ビ
ア
、
 ネ
パ
ー
 

ル
エ
タ
ア
ド
ル
、
 ペ
ー
ル
、
 イ

タ
リ
ァ
、
中
央
ァ
フ
リ
カ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
プ
ラ
ジ
ル
、
ナ

イ
ジ
エ
，リ
ア
、
ア
プ
・
ダ
ビ
、
 

イ
ラ
ン
、
 マ
レ
ー
シ
ア
、
 ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
 エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
、
 カ
ソ
ボ
ジ
ア
、
 マ
ル
タ
、
 

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
、
ア
ラ
．フ
適
答
、
 

モ
ナ
コ
、
 ニ
カ
ラ
グ
ア
、
 パ
ナ

マ
。
 コ
ス
タ
リ
カ
、
ウ
ル
グ

7
 

イ
モ
ー
り
シ
ヤ
ス
，
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
 シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
 ニ
 
ユ
 

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
。
 

④ 

統ーシンボル・マーク 

春の火災予防運動 

プロパンガス火災予防 7章 
Lガスコン口、ストーブ等に点火する前に、ガス漏れ

に注意してください。漏れてると臭いでわかります 
2，点火後は、ブロパンの不完全燃焼や風により吹き消

されないよう注意してください。 

3,外出前・就寝前・使用直後は、コンロのバルプと壁

際の元栓を完全に閉めてください。 

4，ガスボンべは、屋外の通風のよい場所に設置し、勝

手に移動しないでください。その取扱いは販売店に

一任してください。 

5，ガス風呂釜を設置する室には、下部換気ロを設け必

ず排気筒を屋外に設置してください。 

6，食用油の使用により、ゴム管はヒビ割れしやすいの

で、ヒビ割れを発見したら、すぐ新品と取り替えて

ください。 

7,ガス燃焼器具の炎孔・空気口・風呂釜排気筒、特に

パイロツトバーナーを常時使用している風呂釜は、 

ススが着きやすいのでひんばんに掃除してください 

春の全国交通安全運動 

年度始め事故防止 7 章 

1、過労運転や居眠り運転は重大事故になります。疲

れたときや眠いきとは休憩してから運転してくださ
い。 

2、桜まつりなど飲酒の機会の多い 5月ですが、酒飲

み運転は必ず止めてください。 

3、自転車の無灯火・片手・二人乗り運転は必ず止め

てください。 

4、自転車を利用し右折左折するときは、30rn手前で

合図してください。 

5、自転車の酒のみ運転も必ず止めてください。また

自動車運転者からよく見えるよう反射するテープを

自転車に装置してください。 

6、幼児の一人歩きや道路での遊びは必ず止めさせて

ください。 

7、近くに横断歩道があるときは必ずそれを渡ってく
ださい。 

新入学児の交通事故防止運動 

新入学児事故防止10章 

1．少し早目に登校させてください。 

2．登校のときの持物はなるべく少なくしてください。 

3．登校のときは叱ったり、せきたてたりしないでくだ 

さい。 

4．雨の日は黄色いカサまたは黄色いレンコートを着せ 

てください。 

5.小学校できめた通学路を歩かせてください。 

6．毎朝出がけに「車に気をつけてネノ」と一声かけて
ください。 

7．子どもの事故は家へ帰ってから多く起きています。 
家の近くで遊んでいるからといって安心しないでく
ださい。 

8．近所の安全な場所を教えてその場所で遊ぶように指
導してください。 

9．遊んでいる場所がどんなところか時々確かめてくだ
さい。 

10．子どもの行き先と帰る時刻を約東させでください。 



⑤
 

表
 

金
 

料
 

用
 

使
 

道
 

水
 

種 	 別 

旧 料 	金 新 	料 	金 上 	昇 	額 

基本料金~ 超過料金 基本料金 超過料金 
基本料金 超過料金

J ／ 水 量 料 金 in?増す毎 水 量料 ー ’ ’ 	一一 金 in ’ "’ 『 ’ョ J ー  ?増す毎 

計
 

量
 
制
 

専
 

用
 

”
 
 

家 	庭 	用 一ば 
10 

円 
230 30円 ,m

 
 a

J
 

 

円 
290 45円 60円 

L

1 5Jj 
営 	業 	用 10 385 40 10 560 65 175 25 

浴場営 業 用 100 1.725 24 100 2.500 40 775 16 
団 	体 	用 10 300 38 10 550 65 250 27 
J二 	業 	用 50 1.400 36 50 1.960 55 560 19 
観 	賞 	用 10 400 60 10 600 90 200 30 
臨 	時 	用 1 45 1 70 25 
プ ー 	ル 用 100 2.500 40 

共
 

用
一
 

家 	庭 	用 IQ 200 27 9 290 45 90 18 
上記以外 のもの 10 345 28 

定
額
制
 

専
用
 

家 	庭 	用 5ま
 
人
で
 

 

300 1 人ますどと 
40 

5 人 
ま で 450 人

 
ま
 
す
 
ン
」
 

 
ご
4
5
 

 
150 5 

共 

用 

家 	庭 	用 5ま
 
人
で
 

 

200 人
 
ま
 
す
 
・
と

ご
3
0
 

 

5ま
 
人
で
 

 

320 人
 
ま
 
す
 
・
と

ご
4
5
 

 
120 15 

上記以外のも の 5ま
 
人
で
 

 

500 

甲饗 生1史用科（損習） ~ 	1 栓 1 回20分毎 500円廿 	1 栓 1 回20呪 ト毎 	1 .000円 
か月 1 

~ 	 5flflR 
か所毎75円、浴面系月 驚権喝背用栓の場合には支栓、浴槽にっき次の料金を加算する。増加支栓 1 

す

の
姉
灘
騒譲
 

ま
 

月
一
日
か
ら
新
し
い

り
一
 
料
金
制
で
頂
く
こ
と

わ
 
に

な
り
ま
し
た
の
で

か
 
ご

協
力
願
い
ま
す
。
 

が
 

市
の
上
水
道
事
業

金
 
は
昭
和
二
年

に
創
設

斗
・
 
し
た
県
内
で
も
歴
史

皇

一
 
の
古
い
事
業
です
が
 

．《
り
 
昭
和
三十
年
に
拡
張

フ
 

工
事
を
行
な
い
現
在
 

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
市
勢
の
発
展
に
伴

い
施
設
能
力
に
不
足
を
生
じ
て
 

使
用
者
の
皆
さ
ん
に
不
便
を
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
 

こ
と
を
解
消
す
る
た
め
昭
和
四

十
二
年
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
 
 

拡
張
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
 

市
の
水
道
料
金
は
昭
和
三
十

四
年
に
制
定
以
来
、
こ
れ
ま
で

十
年
余
に
わ
た
り
同
じ
料
金
で

し
た
が
、
最
近
の
経
済
情
勢
の

著
し
い
変
動
等
に
よ
り
、
諸
経

費
の
増
加
が
目
立
ち
、
ま
た
、
 

給
水
施
設
の
能
力
不
足
を
解
消

す
る
た
め
の
事
業
に
よ
る
借
入

金

（
水
道
事
業
が
事
業
を
実
施

す
る
と
き
は
、
自
己
資
金
が
少

い
の
で
事
業
費
に
あ
て
る
た
め

起
債
を
借
り
て
い
ま
す
）
 の
元

金
利
子
の
支
払
い
が
多
く
な
る

た
め
こ
の
ま
ま
で
は
多
く
の
赤

字
が
出
て
水
道
事
業
の
経
営
が

マ
上
す
る
状
態
に
な
り
ま
し
た

水
道
事
業
は
特
別
会
計
で
す
 
 

の
で
、
事
業
経
営
は
経
営
収
入

に
よ
る
独
立
採
算
制
の
企
業
で

使
用
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
赤
字
を
解
消
し

事
業
の
健
全
運
営
を
進
め
、
使

用
者
の
皆
さ
ん
に
良
い
水
を
供

給
し
量
を
確
保
す
る
た
め
に
も

ど
う
し
て
も
料
金
の
改
定
が
必

要
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
民

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
、
 

充
分
検
討
を
加
え
最
少
限
度
の

料
金
の
改
定
を
行
な
う
こ
と
に

な
り
三
月
の
市
議
会
の
承
認
を

得
ま
し
た
。
 

雇
用

促
進
の
た
め
の

融
資
を
し

ま
す
 

雇
用
促
進
事
業
団
は
、
企
業

の
労
働
力
確
保
を
援
助
す
る
た

め
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介

で
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業

主
ま
た
は
事
業
主
の
団
体
に
対

し
て
、
労
働
者
住
宅
・
保
健
施

設
・
給
食
施
設

・
教
養
文
化
施

設
等
の
福
祉
厚
生
施
設
や
、
教

室
・
実
習
場
等
の
職
業
訓
練
施

設
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
の
作

業
施
設
や
、
建
設
業
・
水
産
加

工
業
で
年
間
を
通
じ
て
事
業
を

行
な
い
労
働
者
を
就
労
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
通
年
雇
用
設
備

等
の
設
置
又
は
整
備
に
必
要
な

資
金
を
長
期
・
低
利
に
融
資
し

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
市
役
所
市
民

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

昭
和
四
十
四
年
度

の
青
森
県
内
の
山
火

事
は
、
五
十
三
件
で

九
百
七
十
六
紛
を
焼

き
、

一
億
七
千
八
百

十
三
万
四
千
円
の
被

害
を
蒙
り
ま
し
た
が

こ
と
し
も
ま
た
、
山

火
事
の
発
生
し
ゃ
す

い
五
月
を
迎
い
ま
し

た
の
で
、
市
と
北
郡

の
町
村
が
協
力
し
あ

っ
て
こ
れ
を
防
止
す

べ
く
、
こ
の
程
、
北

五
地
区
山
火
事
防
止

対
策
協
議
会
を
結
成

し
そ
の
対
策
に
乗
り
 

出
し
、
広
く
地
域
住
民
に
次
の

よ
う
な
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
、
 

山
火
事
の
原
因
は
、
火
入

れ
、
煙
草
、
焚
火
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
 

野
良
仕
事
ゃ
ハ
イ
キ
ン
グ

の
と
き
は
、
特
に
火
の
始
未

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
 

最
も
火
事
の
発
生
し
や
す

い
四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬

ま
で
は
「
火
入
れ
禁
止
期
間
 

」
で
す
 

火
入
れ
す
る
と
き
は
、
市

長
の
許
可
が
必
要
で
す
 

許
可
な
く
火
入
れ
を
し
た

り
許
可
の
と
お
り
実
行
し
な

い
と
罰
せ
あ
車
繊
け
 

山火事の損害は178.134.000円でした 



失業保険受給手続きの受付け日割り 

五所川原・小曲・梅田・中泉 月曜日 5 月n日・25日 6 月 8 日・22日 

	

中 川・毘沙門・長 富 火曜日 	12日・26日 	9 日・23日 

飯 	詰 ・ 松 	島 水曜日 	13日・27日 	10月・24日 

栄 ・ 長 	橋 木曜日 	14日・28日 	H日・25日 

七 	和 	三 	好 金曜日 	15日・29日 	12日・26日 三
 

七
 

轍 
撫
」一
 驚

費
 

議
藩
『
 

義 

（日夜の調整策を練った対策室） 

j
 

減
反
申
告
、

目
標
の
百
四
十

五
％
 

⑥
 
 
、
 
‘
 

ー
ー

‘
一
 
 

ー
く
．
 
ー

・
 
，
 

．
 
ー

ノ
 

市
調
整
協
の
説
明
会
が
奏
功
 

こ
こ
数
年
の

間
に
、
政
府
」か

保
管
し
て
い
る

米
が
余
っ
て
、
 

昨
年
十
月
現
在

で
国
内
配
給
量

の
十
か
月
分
に

相
当
す
る
五
百

六
十
万
ト
ン
に

達
し
、
四
十
四

年
も
千
四
百
万

ト
ン
の
豊
作
で
 

こ
と
し
の
十
月

末
に
は
八
百
万

ト
ン
に
達
し
、
 

こ
の
ま
ま
だ
と
 

毎
年
百
五
十
万
ト
ン
の
米
が
余

っ
て
い
き
ま
す
。
 

県
か
ら
示
さ
れ
た
市
の
減
産

目
標
は
、
二
千
十
六
ト

ン
 （
「1
 

万
三
士

ハ
百
俵
）
で
、
減
反
目

標
は
三
百
七
十
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
 

（
約
三
百
七
十
六
町
歩
）
 
で
し

た
が
、
市
は
米
生
産
調
整
推
進

協
議
会
か
結
成
し
佐
々
木
市
長

を
陳
頭
に
連
日
こ
の
問
題
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
 

こ
の
程
、
目
標
の
三
百
七
十
六

ヘ
ク
タ

ー
ル
の
百
四
十
五
％
に

あ
た
る
五
百
四
十
四

ヘ
ク
タ

ー
 

ル
の
減
反
申
告
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
協
議
会
は
、
市
議
会
、
 

学
識
経
験
者
、
農
業
団
体

・
農

業
関
係
行
政
の
代
表
四
十
九
人

で
組
織
し
て
特
別
対
策
室
を
設

け
、
佐
々
木
市
長
を
会
長
に
、
 

泉
谷
農
業
委
員
会
会
長
を
副
会

長
に
、
長
尾
市
農
林
商
工
課
長

を
対
策
室
長
に
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ

ッ
フ
を
揃
え
、
ま
た
三
月
三
日

か
ら
八
日
ま
で
市
長

・
助
役
・

収
入
役

・
室
長
を
そ
れ
ぞ
れ
キ

ヤ
プ
テ
ン
に
四
班
に
分
か
れ
て

キ
メ
細
か
く
部
落
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
部
落

説
明
会
な
ど
の
市
調
整
協
の
熱

意
と
、
関
係
農
民
の
理
解
が
功

を
奏
し
、
目
標
の
百
五
十
％
の

三
千
三
十
ニ
ト
ン
の
減
産
申
告

が
あ
り
ま
し
た
。
 

◇
米
生
産
調
整
地
区
目
標
 

（減反旦標）反（減産目標）kg 

	

330.7 	182.376 
174.4 

	

439.9 	222.353 

	

331.5 	187.986 

	

655.9 	347.278 

	

523.8 	281.512 

	

593.3 	314.618 

	

248.1 	126.176 

	

259.8 	131.683 

	

63.2 	33.007 

	

3.760.0 	2.016.000 

ソ
和
沢
橋
 
島
川
好
詰
門
曲
原
 

区
 

ミ
 
ン
 
川

娃
 

栄
 
沙
 

別
 

く
七
梅
長
 
松
中
三
飯
毘
小
五
 

出
稼
ぎ
相

談
員

を

委
嘱
し
ま
し

た
 

五
所
川
原
地
方
の
出
稼
ぎ
者

は
冬
型
だ
け
で
も
約
五
千
人
だ

そ
う
で
す
。
 

市
出
稼
ぎ
対
策
室
は
こ
れ
ま

で
市
出
稼
ぎ
協
会
の
結
成
や
出

稼
ぎ
電
話
、
出
稼
ぎ
留
守
家
庭

児
童
慰
安
会
な
ど
明
る
い
出
稼

ぎ
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
が

更
に
こ
ん
ど
は
、
出
稼
ぎ
に
関

す
る
す
べ
て
の
問
題
、
ど
ん
な

小
さ
な
事
で
も
速
や
か
に
把
握

し
キ
メ
細
か
く
処
理
す
る
た
め

に
さ
き
に
次
の
と
お
り
十
七
人

の
出
稼
ぎ
相
談
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
相
談
員
は
、
老
令
者
で

な
く
、
地
域
に
残
っ
て
い
る
若

手
営
農
者
で
、
留
守
家
庭
と
市
 
 

出
稼
ぎ
対
策
室
の
ハ
イ
プ
役
を

つ
と
め
ま
す
。
 

◇
七
和
地
区
・
・
新谷
順
一
・

古
川
良

一
、
◇
長
橋
地
区
・
：
斎

藤
晃
・
長
尾
良
治
、
◇
梅
中
地

区
…
戸
沢

一
義
、
◇
栄
地
区
・
・
・

坂
本
兼
久

・
福
士
泰
四
郎
、
◇

松
島
地
区
…
高
杉
敏
春

・
笠
井

謙

一
、
◇
小
曲
地
区
…
鎌
田
清

夫
、
◇
飯
詰
地
区
…
中
谷
比
嵯

夫

・
田
中
三
千
男
、
◇
中
川
地

区
・
・松
沢

清
治
郎
・
藤
森
繁
春

◇
三
好
地
区
・
・開

米
喜
代
勝

・

佐
藤
稔
、
◇
毘
長
地
区
：
‘
前田

直
弘
 

農

家
就
業

構
造

改
善

の
調
査

相

談
員

に

ご

相

談

く
だ
さ
い
 

需
要
の
動
向
に
即
応
し
て
総

合
食
糧
を
高
い
生
産
性
か
・
も
っ

て
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に

は
、
規
標
の
大
き
く
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
の
育
成
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
た
め
に
は
農
業
就
業
構
造
の

近
代
化
が
重
要
な
課
題
と
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
最
近
に
お
け
る
農
業
就
業
に

つ
い
て
は
、
農
業
労
働
力
が
急

速
に
減
少
し
農
業
経
営
近
代
化

の
契
機
が
強
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
反
面
、
農
繁
期
労
働
力

の
劣
弱
化
、
出
稼
ぎ
に
お
け
る

雇
用
営
農
、
生
活
問
題
の
増
加

離
農
転
職
の
不
円
滑
な
ど
の
諸

問
題
を
随
伴
し
て
い
る
現
状
に

か
ん
が
み
、
農
業
構
造
政
策
の

一
環
と
し
て
、
農
繁
期
労
働
力

の
合
理
的
調
整
、
農
業
後
継
者

の
養
成
確
保
、
他
産
業
就
業
の

円
滑
な
ど
、
農
家
の
就
業
構
造

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
ょ
う
な
観
点

か
ら
農
家
の
就
業
構
造
の
改
善

に
必
要
な
調
査
を
地
域
の
実
状

に
即
し
て
、
組
織
的
か
つ
重
点

的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
さ
き

に
、
次
の
人
々
を
調
査
相
談
員

と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、
 

事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
と
と

も
に
、
ご
気
軽
に
ご
相
談
ご
利
 
 

用
願
い
ま
す
。
 

幾
島
町
岩
谷
良
造
、
元
町
葛

西
喜

一
、
小
曲
成
田
徳

一
、
七

ッ
館
白
戸
四
郎
、
広
田
成
田
喜

代
次
郎
、
梅
田
福
士
嘉
吉
・
前

田
忠
徳
・
山
田
勝
英
、
神
山
成

田
米
作
、
松
野
木
横
島
貞
吉
、
 

野
里
成
田
久
雄
、
高
野
堀
内
雄

逸
、
原
子
斎
藤
慶
一
一
廊
、持
子

沢
阿
部
和
信
、
下
岩
崎
坂
本
勇

三
郎
、
飯
詰
田
中
三
千
男
・
鳴

海
千
代
作
、
吹
畑
木
村
洋
吉
、
 

一
野
坪
対
馬
武
美
 
金
山
岩
崎

繁
夫
、
川
山
館
山
要
吉
、
中
泊

外
崎
清
三
、
種
井
館
山
清
志
、
 

藻
川
野
呂
金
八
郎

・
野
呂
国
四

郎
、
高
瀬
三
浦
正
毅
、
毘
沙
門

杉
山
伸
彦
、
長
富
中
元
武
「
郎

桜
井
国
雄
。
 

市
出
稼
ぎ
対

策
室
は
、
最
近

失
業
保
険
の
受

給
手
続
き
を
す

る
人
で
取
り
混

ん
で
い
ま
す
の

で
、
利
用
者
の

便
を
考
え
次
の

表
の
よ
う
に
受

付
日
を
定
め
ま
 

し
た
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

失保受給手続受付 

日を区分けします 



―青少年育成県民運動ー 

青少年の非行も春に芽ばえやすい

加ロロ口0oa 

〇 	春は不良グループもいちばん芽ばえ

やすいときです。芽はできるだけ早

くつみとり事故は未然に防止しまし

よう。 
〇 	親と子の心がびつたりと結びついた

暖かい家庭環境が何より大切です。 
〇 	毎月第 3 日曜日は家庭の日です。食

事を共にし、団らんのひとときを楽
しみましよう。 5 月は17日です。 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
援
法
が
一
部
改
正

に
な
リ
ま
し
た
 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
 

護
法
が
、
次
の
よ
う
に
一
部
改

正
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当

す
る
人
は
市
民
課
ま
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
障
害
年
金
及
び
障
害

一
時
金
 

の
増
額
 

障
害
年
金
及
び
障
害

一

時
金
の
額
を
増
額
す
る
こ

ン
」
 

特
別
項
症
の
障
害
年
金

の
額
を
、
第

一
頃
症
の
障

害
年
金
の
額
の

一
・
七
倍

以
内
の
額
と
す
る
こ
と
 

◆
障
害
年
金
の
加
給
の
是
正
 

特
別
項
症
か
ら
第

一
款

症
の
障
害
年
金

へ
の
従
来

定
額
で
あ
っ
た
加
給
を
、
 

障
害
年
金
受
給
者
の
扶
養

親
族
の
数
に
応
じ
て
支
給

す
る
こ
と
 

障
害
年
金
受
給
者
に
配

偶
者
が
あ
る
と
き
は

一
万

二
千
円
と
す
る
こ
と
 

」
『
障
害
年
金
受
給
者
に
配

偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
が

あ
る
と
き
は
、
扶
養
親
族

一
人
に
つ
き
四
千
八
百
円

た
だ
し
、
そ
の
う
ち

一
人

に
限
り
七
千
二
百
円
と
す

る
こ
と
 

◆
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金

の
増
額
 

一
、
先
順
位
者
に
係
わ
る
遺

族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
 

⑦
 

の
額
を
増
額
し
、
そ
の
額

を
遺
族
年
金
は
十
三
万
五

千
円
、
遺
族
給
与
金
は
九
 
 

万
四
千
五
百
円
と
す
る
こ
 

・

と
 

一
一
、後
順
位
者
に
係
わ
る
遺

族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金

の
額
を
増
額
し
、
そ
の
額

を
遺
族
年
金
は
七
千
円
、
 

遺
族
給
付
金
は
四
千
九
百

円
と
す
る
こ
と
 

雪
が
消

え
日
増
し

に
車
が
多

く
な
り
、
 

車
の
た
め

に
人
間
の

通
る
道
が

奪
わ
れ
て

い
る
よ
う

な
今
日
の

状
態
で
す

交
通
事

故
は
毎
日
 

何
処
か
で
起
き
て
い
ま
す
。
万

一
に
備
え
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

今
す
ぐ

「
交
通
災
害
共
済
」
に

ご
加
入
く
だ
さ
る
ょ
う
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
掛
金
は
値
下

げ
し
て

一
人
年
間
僅
か
e
三
百

五
十
円
で
す
。
 

学
警
連
の
春
の
街
頭

補

導
が
終
り
ま
し

た
 

最
近
、
中
学
生
や
高
校
生
の

非
行
が
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
遅
刻
、
早
退
、
怠

学
さ
ら
に
は
盛
り
場
へ
の
出
入

り
な
ど
を
繰
り
返
し
て
非
行
性

を
深
め
て
い
く
ケ
ー
ス
ゃ
、
結

び
つ
き
の
強
い
非
行
的
グ
ル
ー
 

プ
に
ま
で
発
展
し
て
い
く
例
が
 

《
 “

 

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は

青
少
年
室
協
力
員
、
警
察
署
少

年
補
導
協
力
員
、
学
校
警
察
連

絡
協
議
会

青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
春

夏
、
冬
休
み
に
巡
回
街
頭
補
導

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
と

し
の
春
の
街
頭
補
導
は
三
月
一
一

十
六
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
の

十

一
日
間
市
青
少
年
室
を
連
絡

所
に
し
て
学
校
警
察
連
絡
協
議

会
の
生
活
指
導
の
先
生
方
約
五

十
名
が
行
な
い
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
少
年
た
ち
の
非
行

を
防
止
す
る
に
は
、
な
る
べ
く

早
期
に
非
行
の
兆
候
を
発
見
し

こ
れ
に
対
す
る
適
切
な
処
遇
を

講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

中
学
生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て

の
時
期
は
、
心
身
の
成
長
と
変

化
が
著
し
く
な
る
と
き
で
す
。
 

こ
の
時
期
に
は
生
理
的
、
身
体

的
な
面
で
の
成
長
が
目
だ
ち
ま

す
が
、
必
ず
し
も
全
体
が
パ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
形
で
成
長
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

自
我
音
繊
が
強
く
な
っ
て
、
自

他
の
関
係
に
敏
感
に
な
り
、
劣

等
感
や
逆
に
自
己
過
信
の
傾
向

が
強
ま
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
少
年

は
情
緒
的
に
不
安
定
で
あ
り
、
 

精
神
的
に
い
わ
ぱ
危
機
的
段
階

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
 

半
面
で
は
ま
だ
未
成
熟
で
あ
り

そ
れ
だ
け
に
教
育
の
可
能
性
に

富
ん
で
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
大

事
な
時
期
に
、
保
護
者
の
正
当

な
監
督
に
服
さ
な
い
性
癖
が
あ

っ
た
り
、
正
当
な
理
由
も
な
く

家
庭
に
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
り

犯
罪
性
の
あ
る
人
と
交
際
し
た

り
、
い
か
が
わ
し
い
場
所
に
出

入
り
し
た
り
な
ど
し
て
、
将
来

罪
を
犯
す
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど

ぐ
犯
性
の
あ
る
少
年
を
非
行
に

ま
で
進
ま
せ
な
い
た
め
に
は
、
 

で
き
る
だ
け
早
く
こ
れ
を
発
見

し
て
早
く
手
当
を
す
れ
ば
す
る

程
そ
の
処
遇
の
効
果
が
大
き
い

わ
け
で
ナ
。
 

こ
う
し
た
少
年
を
発
見
す
る
 
 

に
は
日
常
生
活
に
現
わ
れ
る
間

題
行
動
が
そ
の
重
点
に
な
り
ま

す
が
、
同
時
に
少
年
の
全
般
的

な
態
度
、
と
く
に
身
ぶ
り
や
口

調
、
表
情
や
話
し
方
、
服
装
や

身
の
こ
な
し
方
な
ど
に
も
注
意

を
は
ら
う
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
．
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

少
年
を
発
見
し
た
場
合
そ
の
指

導
に
は
専
門
機
関
の
処
置
や
助

言
、
援
助
を
必
要
と
す
る
場
合

が
多
い
の
で
、
問
題
が
こ
じ
れ

な
い
う
ち
に
家
庭
裁
判
所
、
児

童
相
談
室
、
警
察
署
の
少
年
相

談
室
、
市
青
少
年
室
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
．
 

身
障
者
な
ど
の
受
信
料

を
免
除
し

ま
す
 

N
H
K
で
は
、
こ
の
程
、
放

送
受
診
料
免
除
基
準
の
範
囲
を

広
げ
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
放

送
受
信
料
を
、
四
月
に
さ
か
の

ぼ
り
次
の
よ
う
に
全
額
ま
た
は

半
額
免
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

該
当
す
る
人
は
、
市
福
祉
事

務
所
の
証
明
を
受
け
て
五
月
中

に
免
除
申
請
書
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
全
額
免
除
 

母
子
寮

・
老
人
ホ
ー
ム
等
の

施
設
内
に
居
住
し
て
い
て
、
 

個
人
で
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て

い
る
人
 

◇
半
額
免
除
 

身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て

い
て
、
障
害
等
級
一

・
二
級

の
人
で
世
帯
主
の
人
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
も
っ
て
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
特
別
項

症
か
ら
第

一
款
症
ま
で
の
戦

傷
病
者
で
世
帯
主
の
人
 

市
連
P

総
会
お
わ
る
 

市
連
会

P
T
A
総
会
は
、
四

月
二
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館

で
行
な
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
役

員
を
改
選
し
ま
し
た
。
 

会
長
太
田
秀
男

（長
橋
中
）
 

副
 
岩
谷
 
暗
（
南
 
小
）
 

副
 
高
杉
「
勇
（

一
坪
小
）
 

副
 
新
谷
定
志
（
三
好
中
）
 

監
事
福
士
敏
雄
（
七
和
中
）
 

監
事
”一
 
寛
（

栄
 
中
）
 

監
事
戒
細
栄
一
（

一
 
中
）
 

日本ー安い掛金I日 1円 

で、あなたを保障する 
交通災害共済へ今すぐ加入を 



⑧
 

ごみ焼却場が操業 
燃えるごみと 
燃えないごみを分けてください 

ザ五所川原市 鶴田町・木町・中里町．柏村．森田村

稲垣村・木造町で組織している西北五衛生処理組合 

（管理者佐々木五所川原市長） は、市内高瀬地区のし

尿処理場隣りに、じん芥焼却場を建設中でしたが、こ

の程落成、4月1日から操業しています。 
このため今までの集め方で・は‘焼夫ot戸‘了早Fk音去七」人 h す

すので、次のように燃えるごみと燃えないごみを区別

ンて集めますので、収集能率を高めるため市民の協ご
力を特にお願いします。 

◆ちゆう芥は水切りを充分にして袋詰めにしてくだ
さい 

◆木屑は 3尺以下に切つて梱包してください

◆ガラス類・空缶類・金属類・灰土砂等は毎月第 3 
日曜日に別に集めますので、必ず一般のごみに混入し

ないよう特にご協力をお願いします 

ダイヤルになりました 

鶴田地区の電話が 

四
ふ
t
九
日

午
前
〇
時
か
ら

鶴
田
地
区
の
電

話
が
、
従
来
の

ハ
ン
ド
ル
式
か

ら
ダ
イ
ヤ
ル
式

に
切
り
替
え
ら
 

れ
ま
し
た
。
と
 

同
時
に
市
外
局
 

番
も
〇
一
七
一11
 

〇
七
番
が
〇

一
七
三
一
「
一番
に

変
更
さ
れ
加
入
者
番
号
も
四
ケ

タ
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
 

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

ね
が
い
ま
す
。
 

子
ど
も
の
事
故
は
家
へ
 

帰
っ

て
か
ら

多
く
起
き

て
い
ま
す
 

こ
と
し
は
県
内
で
約
二
万
六

千
五
百
人
の
子
ど
も
が
小
学
校

に
入
学
し
、
 一
万
六
千
五
百
人

の
子
ど
も
が
、
幼
稚
園
や
保
育

所
に
入
園
し
ま
し
た
。
こ
の
子

ど
も
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
四
月
一
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で

「
新
入
学
（
園
）
児
 
 

童
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

新
し
く
入
学
（
園
 

）
し
た
子
ど
も
の
保

護
者
は
も
ち
ろ
ん
市

民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

お
互
い
に
気
を
つ
け

ム
ロ
っ
て
、
希
望
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
家

庭
か
ら
踏
み
出
し
た

子
ど
も
達
の
生
命
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

昭
和
四
十
四
年
度

は
、
市
内
の
幼
児

・
 

小
学
生
合
わ
せ
て
約
六
十
人
が

交
通
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
 

新
入
学
（
園
）
児
に
対
し
て
は

正
し

い
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

を
教
え
、
と
く
に
 

〇
路
上
遊
び
〇
路
上
へ
の
と

び
出
し
〇
車
の
直
前
直
後
の
横

断
の
危
険
な
こ
と
を
教
え
、
信

号
機
の
見
方
・
右
側
通
行
・
歩

道
通
行
の
厳
守
・
横
断
の
し
か

た
な
ど
も
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
運
転
者
は
、
黄
色
い

帽
子
の
新
入
学
（
園
）
児
童
を
 
 

見
た
ら
ま
ず
減
速
徐
行
を
心
が

け
歩
行
者
も
日
常
一
声
注
意
を

し
市
民
み
ん
な
の
ほ
ん
の
僅
か

の
心
が
け
で
痛
ま
し
い
交
通
事

故
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
 

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
家

へ
帰
っ
て
か
ら
多
く
起
き
て
い
 

ま
す
。
 

青
森

局
の
電
話
番
号

が

変
わ
り
ま
し

た
 

青
森
局
の
電
話
加
入
者
数
は

昨
年
六
月
で
二
万
加
入
を
超
え

ま
し
た
。
 

し
か
し
、
以
前
申
し
込
ん
で

も
つ
か
な
い
電
話
が
約
六
千
も

あ
り
ま
す
の
で
、
電
々
公
社
で

は
電
話
を
ふ
や
す
た
め
に
、
野

内
、
幸
畑
、
荒
川
に
無
人
交
換

所
を
建
設
中
で
し
た
が
、
三
月

十
五
日
か
ら
青
森
局
の
市
外
局
 

番
は
0
1
7
7
に
変
わ
り
、
市

内
局
番
も
次
の
よ
う
に
三
ケ
タ

に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

2
局
は
2
2局
ま
た
は
7
6局
に
 

3
局
は
2
3局
ま
た
は
7
5局
に
 

4
局
は
3
4局
に
 

5
局
は
3
5局
に
 

6
局
は
6
6局
に
 

7
局
は
7
7局
に
 

野
内
方
面
は
3
6局
に
 

幸
畑
方
面
は
3
8局
に
 

荒
川
方
面
は
3
9局
に
 

以
上
が
大
き
く
分
け
た
市
内

局
番
で
す
が
ニ
ケ
タ
と
同
時
に
 
 

全
面
的
に
電
話
話
号
が
変
更
に

な
る
人
が
約
千
四
百
加
入
、
ま

た
、
以
前
の
2
局
3
局
の
う
ち

約
四
千
百
加
入
が
7
6、
7
5局
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
新

電
話
番
号
簿
を
ょ
く
確
か
め
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

1
57ン
ペ
ア
が
常
識

で
す
 

県
内
一
戸
平
均
の
所
有
電
気

器
具
と
電
灯
の
合
計
は
二
千
五

百
ワ
ッ
ト
で
、
 一
か
月
の
使
用

量
も
百
キ
ロ
に
近
づ
い
て
い
ま

す
．
 

電
気
器
具
を
、
安
全
に
便
利

に
使
え
る
契
約
は
、
最
低
で
も

十
五
7
ン
ぺ
7
が
適
正
で
す
。
 

十
五
ァ
ン
ベ
ア
は
い
千
五
百
ワ

ッ
ト
ま
で
の
電
灯
・
電
気
器
具

が

一
緒
に
使
え
ま
す
。
基
本
料

金
が
十
ァ
ン
ペ
ア
と
は
百
八
円

違
う
だ
け
で
、
メ
ー
ト
ル
と
プ

レ
ー
カ
ー
の
取
替
え
は
、
東
北

電
力
で
無
料
で
や
っ
て
く
れ
ま
 

す
。
 内

職
が
あ

り
ま
す
 

青
森
県
内
職
公
共
職
業
補
導

所
で
は
、
内
職
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
市

内
下
平
井
町
九
十
、
電
話
④
2
 

9
1
8
、
太
田
郁
子
さ
ん
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

仕
事
の
内
容
は
、
主
と
し
て

編
物
や
刺
し
ゆ
う
で
、
 一
時
間

当
り
の
工

賃
は
約
五

十
円
で

す
。
 

市
役
所
の
執
務
時
間

が
か
わ

り
ま
し

た
 

午
前
 
八
時
半
ー
正
午
 

午
後
 
一
時
ー
四
時
四
十

五
分
 

土
曜
 
午
前
中
 

  

春の火災予防運動 

歩きタバコ寝タバコは

火事のもと 

 

      


